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やまうら春の大茶会

３月２６日、「やまうら春の大茶会」が、山蔵川水辺の公園で開催されました。水辺の公園の桜

も最近では撮影スポットとなり、家族づれの観光客も増えてきました。地元では、周辺の田んぼ

にレンゲや菜の花の種を蒔いてお花畑の環境づくりを進めています。

今回は、花咲く山浦の春のひとときを、お茶とお菓子をたしなみながら楽しんでもらうために、

数々の趣向を凝らしました。タケノコ、わらびやお米などの山浦の農産物はもとより、野草を素

材としたケーキ、クッキー、お饅頭などスイーツ各種、草餅やメンマが入ったおにぎり、野草茶な

ど、彩り豊かで工夫に満ちた地元の食材が会場いっぱいにあふれていました。

また、「手嶋紅茶」（宇佐市）によるキッチンカーでは、日本茶・珈琲などの飲み物が販売され

たり、地元の茶道メンバーによる抹茶の野点も開かれたりしました。

野草ガイドによる野草散策では、３０名の参加者が竹林などの散策を楽しんだり、子供広場で

は、竹馬,竹ぽっくり,竹トンボなど竹製品での遊び体験やシャボン玉遊びが開催されました。

また、山浦体育館では、山香地域グラウンドゴルフ交流大会が同時開催され、山香町内から７４

名の参加者がありました。この日、参加された皆さんは、桜を観ながらのお茶とお菓子で春の山

浦を堪能し、笑顔いっぱいで様々な活動を楽しまれていました。

山浦育英基金体験学習

今年度は、やまうら春の大茶会における体験学習として、野草ガイドによる散策、竹鉄砲、笹

船を使っての遊びや、野点体験を実施しました。当日は、１２名の参加者があり、おにぎりと野草

クッキーにも舌鼓を打っていました。



3月２７日、山浦地区コミュニティセンター

において、阿部信秀山浦地区育英基金運営

委員長より、小学生２名、中学生２名に卒業

記念品として図書券が贈呈されました。児童

生徒を代表して山香中学校３年の佐藤葵さ

んよりお礼のことばがありました。

山浦地区育英基金は、山浦地区在住の児

童生徒の健全育成をめざし、奥平弥太郎氏、

岩尾徹氏、渡辺達男氏の奨学金と岩尾萬藏

氏寄贈の学校林の売却益金を財源にして、

平成２８年４月に設立されました。 ふれあい

体験活動や見守り活動等を通して社会有用

の人材を育成することを目的としています。

山浦地区育英基金、卒業記念品贈呈式

山浦地区合同防災訓練

3月５日、山浦地区コミュニティセンターで、山浦地区合同防災訓練が実施されました。４５名の

参加があり、山浦地区防災士会の本幡政則さんと阿部高美さんによる、防災に対する日々の心

構えや出河内地区で実施された防災訓練の様子などの講話がありました。次に、甲斐武義分団

長による、山浦地区消防団の活動報告と団員の紹介がありました。現在、山浦分団には２８名の

団員が所属していますが、さらなる防災活動の充実のため団員の募集がありました。その後、防

災食（カレーライス）の試食と、模擬消火器を使っての消火訓練を実施しました。



ロ－ソン移動販売による買い物・見守り支援のお礼

〇今後の行事予定

４月１６日（日）： 竹の子狩り＆山菜収穫体験

４月２７日（木）： 山浦地区まちづくり推進協議会総会

５月２７日（土）： 山蔵川水辺のコンサ－ト

７月 ２日（日）： のろよこいグラウンドゴルフ大会

平成３０年に始まった買い物支援「ロ－ソン移動販売」については、区長始め多くの方々のご意

見・ご要望をまとめて停車場所などを決めましたが、当初は、品物が不足するなどハプニングも

あり、Ａコ－プまで往復したことが思い出されます。

時には上駐在署員も同行していただいた事もあり、その年の９月よりスム－ズな運行が出来

る様になったうえ、毎週火曜日と木曜日に巡回していただける様になりました。

更には、山浦地区まちづくり推進協議会の福祉防災部会による「買い物支援者見守り（あんし

ん応援隊）」を編成しました。毎週、ロ－ソン車に同乗して、色々な地区を楽しく会話をしながら買

い物をしていただき、いつもの顔が見えない時には家まで様子を見に行ったりもしました。声掛

けると「昼寝していて聞こえなかった？」とか、明るく・楽しい会話などから気軽に声かけが出来

る地域・助け合う地域を確信していました。この様に地域の方々の交流や信頼関係が出来たとこ

ろでしたが、近年の燃料費の高騰などから継続が難しくなり残念ながら終了することになりまし

た。

約５年間でしたがご愛顧頂き大変ありがとうございました。今後は、買い物支援として、 「と

くし丸」が引き継ぐことになりましたので宜しくお願いいたします。


